
　七ヶ浜国際村の劇場付きミュージカルカンパニーとして2001年4月に設立。今年で23年目
を迎えた。小学生から社会人までのメンバーで構成された30数名は、毎週木曜日の定期レッ
スンを中心に活動を行い、ミュージカルを通じた身体表現の研鑽を重ねている。
　2002年11月七ヶ浜国際村開館10周年記念事業としての旗揚げ公演『ナナ』を皮切りに、
2005年には宮城県民会館での公演『MEGURU』を、2006年には町のキャッチフレーズ『う
み・ひと・まち』三部作の最終作となるミュージカル『KAIR I（海里）』を、2018年11月には七ヶ
浜町町制施行60周年・七ヶ浜国際村開館25周年を記念したミュージカル『Re :bo rn』を成
功させている。
　東日本大震災を題材とした2011年の作品『ゴーヘ Go  Ahead』は、「震災の風化防止」
と「全国からいただいた支援への感謝」という被災地からのメッセージを伝える活動の一環
として、2012年8月に名古屋大学「豊田講堂」と東京「日生劇場」で、2019年3月には「鎌
倉芸術館」で上演し、成功を収めるなど、ますます活動の範囲を拡げている。


